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北
野
恒
富
御
深
曾
木
と
祐
宮
御
肖
像
に
つ
い
て
館
蔵
品
紹
介
明
尾
圭
造
一
、
聖
徳
記
念
絵
画
館
明
治
四
五
年
七
月
三
日
に
明
治
天
皇
は
崩
御
さ
れ
た
。
御
陵
が
伏
見
桃
山
に
内
定
し
て
い
た
た
め
、
東
京
の
人
々
は
天
皇
の
御
心
霊
が
鎮
座
す
る
神
社
の
創
建
を
も
と
め
、
そ
の
結
果
、
明
治
神
宮
（
内
苑
）
と
神
宮
外
苑
が
作
ら
れ
た
。
そ
し
て
外
苑
の
中
心
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た
の
が
聖
徳
記
念
絵
画
館
（
大
正
十
五
年
竣
工
）
で
あ
る
。
こ
の
絵
画
館
に
は
、
明
治
天
皇
の
生
涯
を
軸
に
、
幕
末
か
ら
明
治
の
日
本
を
代
表
す
る
画
家
達
が
描
い
た
八
点
の
巨
大
壁
画
が
陳
列
さ
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
日
本
画
が
四
点
、
洋
画
が
四
点
と
な
っ
て
い
る
。
大
阪
か
ら
は
、
男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
寄
贈
に
よ
る
北
野
恒
富
御
深
曾
木
と
大
阪
市
寄
贈
に
よ
る
菅
楯
彦
皇
后
冊
立
の
二
点
の
日
本
画
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。
大
正
七
年
に
起
工
し
た
絵
画
館
は
、
大
正
十
二
年
九
月
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
も
く
ぐ
り
抜
け
、
七
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
。
耐
震
耐
火
設
計
さ
れ
た
当
館
は
、
戦
時
中
の
東
京
大
空
襲
の
際
に
二
発
の
焼
夷
弾
が
落
下
し
た
も
の
の
建
物
・
壁
画
と
も
に
無
事
で
あ
っ
た
。
建
物
の
横
幅
は
、
約
一
一
二
メ
ー
ト
ル
、
左
右
に
伸
び
て
い
る
部
分
が
画
室
で
、
向
か
っ
て
右
側
が
日
本
画
室
、
左
が
洋
画
室
と
な
っ
て
い
る
。
展
示
さ
れ
る
八
点
の
絵
画
は
い
ず
れ
も
壁
に
か
け
る
壁
画
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
大
き
さ
は
縦
約
三
メ
ー
ト
ル
、
横
約
二
七
メ
ー
ト
ル
と
い
う
巨
大
な
も
の
で
あ
る
。
日
本
画
家
に
と
っ
て
は
経
験
の
無
い
サ
イ
ズ
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
結
果
と
し
て
八
点
す
べ
て
が
出
揃
っ
た
の
は
昭
和
十
一
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
治
か
ら
昭
和
を
代
表
す
る
画
家
の
渾
身
の
作
品
が
同
サ
イ
ズ
で
並
ぶ
様
は
壮
観
で
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る
画
家
の
一
代
陳
列
場
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
二
、
北
野
恒
富
御
深
曾
木
本
作
（
口
絵
）
は
、
万
延
元
年
（
一
八
六
）
閏
三
月
十
六
日
、
京
都
御
所
御
三
間
に
お
い
て
行
わ
れ
た
祐
宮
（
後
の
明
治
天
皇
）
の
御
深
曾
木
の
儀
を
描
い
た
作
品
で
、
明
治
天
皇
の
事
績
を
絵
画
に
よ
っ
て
集
大
成
し
た
明
治
神
宮
外
苑
聖
徳
記
念
絵
画
館
に
奉
納
（
鴻
池
善
右
衛
門
）
さ
れ
た
北
野
恒
富
の
大
作
御
深
曾
木
（
お
ん
ふ
か
そ
ぎ
）（
口
絵
）
を
本
図
と
す
る
。
制
作
の
意
図
は
不
明
だ
が
、
同
図
よ
り
祐
宮
御
肖
像
だ
け
を
円
窓
に
て
抽
出
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。作
家
の
北
野
恒
富
（
一
八
八
一
九
四
七
）
は
旧
加
賀
藩
士
族
北
野
嘉
左
衛
門
の
三
男
と
し
て
、
明
治
十
三
年
に
石
川
県
金
沢
市
十
軒
町
で
生
ま
れ
た
（
本
名
富
太
郎
）。
小
学
校
卒
業
後
、
木
版
の
版
下
彫
刻
に
従
事
し
、
余
暇
に
南
画
を
習
い
、
地
元
北
國
新
聞
に
勤
め
な
が
ら
新
聞
挿
絵
を
研
究
、
同
三
年
、
画
家
を
志
し
て
大
阪
に
移
り
、
翌
年
、
歌
川
派
の
稲
野
年
恒
に
つ
い
て
浮
世
絵
を
学
ぶ
。
同
三
四
年
に
大
阪
新
報
社
に
入
社
し
て
小
説
挿
絵
を
担
当
、
次
第
に
頭
角
を
現
し
た
。
同
四
三
年
に
第
回
文
展
に
《
す
だ
く
虫
》
を
出
品
し
た
ほ
か
、
朝
の
ク
ラ
ブ
歯
磨
ポ
ス
タ
ー
を
製
作
。
翌
四
四
年
の
第
回
文
展
で
《
日
照
雨
》
が
三
等
賞
受
賞
し
、
新
進
画
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
大
正
三
年
に
は
白
耀
社
を
結
成
し
後
進
の
指
導
に
も
力
を
入
れ
始
め
る
。
同
四
年
に
は
第
回
文
展
に
《
暖
か
》
で
褒
状
を
受
け
、
同
六
年
に
は
日
本
美
術
院
同
人
と
な
る
。
以
後
、
院
展
に
《
淀
君
》《
茶
々
殿
》《
ゆ
う
べ
》《
む
す
め
》《
凉
み
》
な
ど
を
出
品
し
、
独
自
な
画
境
を
深
め
て
い
っ
た
。
三
、
御
深
曾
木
の
儀
恒
富
が
描
く
御
深
曾
木
と
は
、
世
上
の
七
五
三
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
儀
式
の
ひ
と
つ
で
、
三
歳
で
髪
置
（
か
み
お
き
）
し
て
の
ち
、
五
歳
頃
に
童
幼
の
髪
の
す
そ
を
切
り
そ
ろ
え
て
成
長
を
祝
う
儀
礼
の
こ
と
。
初
め
て
袴
を
着
け
ら
れ
る
の
で
、
御
着
袴
（
お
ち
ゃ
く
こ
）
と
も
い
わ
れ
る
。
曾
木
は
削
ぐ
の
当
て
字
で
あ
る
。
か
み
そ
ぎ
を
髪
の
豊
か
で
あ
る
よ
う
、
祝
意
を
込
め
て
い
う
語
。
ま
た
、
そ
の
髪
形
を
言
う
。
本
図
は
、
万
延
元
年
閏
三
月
十
六
日
、
祐
宮
（
後
の
明
治
天
皇
）
の
御
深
曾
木
の
儀
の
模
様
を
描
い
た
作
品
で
、
日
本
画
室
の
二
番
目
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
本
図
に
附
さ
れ
た
解
説
（
註
）
を
以
下
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。
万
延
元
年
閏
三
月
十
六
日
（
太
陽
暦
五
月
六
日
）
祐
宮
御
年
九
、
御
深
曾
木
ノ
禮
ヲ
御
三
間
ニ
行
ハ
セ
ラ
ル
、
是
日
御
父
帝
（
孝
明
天
皇
）
上
段
ノ
御
座
ニ
出
後
シ
、
議
奏
・
伝
奏
等
下
段
ニ
候
ス
。
御
鬢
親
左
大
臣
一
条
忠
香
、
召
ニ
依
リ
テ
中
段
ニ
詣
ル
。
殿
上
人
二
人
、
碁
盤
一
基
ヲ
以
テ
中
段
ノ
御
座
ノ
上
ニ
置
キ
、
其
ノ
傍
ニ
御
理
髪
ノ
具
ヲ
置
ク
。
宮
、
御
手
ニ
小
松
ト
山
橘
ト
ヲ
把
リ
、
出
デ
テ
碁
盤
ニ
上
リ
、
予
メ
盤
上
ニ
置
カ
レ
タ
ル
二
ツ
ノ
小
石
ヲ
履
ミ
、
吉
方
（
東
南
方
）
ニ
向
ヒ
テ
立
タ
セ
タ
マ
フ
。
忠
香
乃
チ
宮
ノ
御
後
ニ
進
ミ
テ
御
鬢
ヲ
理
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
。
終
リ
テ
宮
、
碁
盤
ヲ
下
リ
給
ヘ
リ
。
是
レ
即
チ
御
鬢
ヲ
整
フ
ル
式
ニ
シ
テ
、
我
ガ
古
俗
結
髪
ニ
対
ス
ル
一
ノ
準
備
タ
ル
ナ
リ
。
又
始
メ
テ
袴
ヲ
著
シ
タ
マ
フ
例
ナ
ル
ヲ
以
テ
一
ニ
御
著
袴
ト
モ
曰
フ
。
北野恒富 御深曾木 と 祐宮御肖像 について─館蔵品紹介─
図
ハ
、
萬
延
元
年
閏
三
月
十
六
日
、
京
都
御
所
御
三
間
ニ
於
テ
、
御
深
曾
木
ノ
禮
ヲ
行
ハ
セ
ラ
ル
ル
ノ
光
景
ナ
リ
。
（
奉
納
者
男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
揮
毫
者
北
野
恒
富
）
金
雲
に
彩
ら
れ
た
京
都
御
所
御
三
間
で
は
、
上
段
の
間
に
御
父
孝
明
天
皇
の
存
在
が
感
ぜ
ら
れ
、
御
簾
越
し
に
見
え
る
従
者
と
は
対
比
的
に
祐
宮
だ
け
が
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
る
か
の
如
く
描
か
れ
て
い
る
。
手
に
は
、
小
松
と
山
橘
を
持
ち
、
中
央
の
碁
盤
に
上
ら
れ
、
盤
上
に
置
か
れ
た
二
つ
の
石
を
ふ
み
、
東
南
方
に
向
っ
て
お
立
ち
に
な
り
、
左
大
臣
一
條
忠
香
が
御
鬢
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
に
は
、
少
将
掌
侍
今
城
重
子
、
大
典
侍
中
山
績
子
、
宰
相
典
侍
庭
田
嗣
子
が
控
え
て
い
る
。
何
れ
も
御
簾
越
し
な
が
ら
凝
視
す
れ
ば
、
そ
の
表
情
や
衣
装
の
描
き
ぶ
り
に
は
徹
底
し
た
描
写
力
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
聖
徳
記
念
館
に
陳
列
さ
れ
る
御
深
曾
木
の
構
成
は
上
記
の
通
り
だ
が
、
金
散
ら
し
の
背
景
の
な
か
、
円
窓
に
描
か
れ
た
祐
宮
の
表
情
は
、
待
ち
受
け
る
運
命
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
荘
厳
な
面
持
ち
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
奉
納
し
た
本
図
の
な
か
か
ら
特
別
に
注
文
を
受
け
た
作
品
で
あ
ろ
う
か
、
類
例
の
な
い
金
落
款
（
口
絵
）
に
恒
富
の
思
い
が
現
れ
て
い
る
。
作
画
時
期
に
つ
い
て
は
、
昭
和
九
年
に
聖
徳
記
念
絵
画
館
に
奉
納
さ
れ
て
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。一
方
で
、
昭
和
九
年
に
聖
徳
記
念
絵
画
館
に
奉
納
さ
れ
た
本
図
は
、
花
園
に
あ
っ
た
恒
富
の
画
室
で
描
か
れ
た
も
の
で
東
京
に
向
け
て
搬
出
さ
れ
る
時
に
は
、
地
域
住
民
が
手
を
合
わ
せ
て
見
送
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
北
野
悦
子
談
）
が
あ
る
が
、
本
図
を
制
作
す
る
た
め
に
改
築
し
た
画
室
で
大
き
な
下
図
を
作
り
上
げ
て
、
こ
れ
を
実
際
に
絵
画
館
に
掲
げ
て
制
作（註
）
し
た
と
す
る
記
述
も
あ
る
。
註註
聖
徳
記
念
絵
画
館
壁
画
解
説
財
団
法
人
明
治
神
宮
奉
賛
会
発
行
（
昭
和
八
年
）
註
聖
徳
記
念
絵
画
館
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ガ
イ
ド
幕
末
明
治
を
一
望
す
る
明
治
神
宮
外
苑
編
東
京
書
籍
（
平
成
二
八
年
）

